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氏名：岡 顕（東京大学大気海洋研究所） 

 

研究業績：海洋深層大循環および海洋炭素循環と気候に関する研究の推進 

 

選定理由： 

海洋深層大循環および海洋炭素循環は、地球気候システムの熱輸送、炭素循環、物

質循環を通じて長期的な気候変動や大気中二酸化炭素濃度を決める重要な要素であ

る。将来の気候予測のためにもその理解が不可欠であり、気象学、海洋学、地球化学

などとの境界領域の研究として重要である。 

 岡顕氏は、簡易大気モデルを海洋大循環モデル COCOに結合させた気候モデル

MIROC-liteを開発し、これを使って海洋深層循環の安定性を調べたのち（業績１）、

海洋深層循環の形成における北極海への河川流出量および海洋塩分輸送過程の役割を

COCOモデル実験により調べた（業績２、３）。また、IPCC第 4次報告書へ向けた気候

モデル MIROCの開発・改良に関わり、温暖化時の大西洋深層循環の応答を調べるため

の数値シミュレーションを実施することにより結合モデル相互比較プロジェクト

（CMIP）に貢献し（業績４、５）、CMIPモデルにおける 21世紀末での大西洋深層循環

の弱化は、高緯度域での淡水増加ではなく、海洋表層の昇温が主要因となることを明

らかにした（業績５）。さらに、氷期における海洋深層循環に関する研究を推進し、氷

期の大西洋深層循環のモード遷移に関する熱的閾値の概念を新しく提唱（業績６）、

CMIPのうち 古気候モデル比較プロジェクト(PMIP)において、多くの気候モデルが氷

期の大西洋深層循環をうまく再現できない要因が大西洋深層循環モード遷移に係るこ

とであることを指摘した。そのうえで、大西洋深層循環のモード遷移は、淡水供給な

どをきっかけとする塩分フィードバックを伴うことが必要であるという従来の考えと

は異なり、海面での熱的な冷却に伴い、海氷分布と深層水形成場所が急激に遷移する

ことで生じることを新たに提示した（業績６）。南大洋の昇温がきっかけとなり熱的閾

値を超えることで大西洋深層循環のモード遷移が生じうること （業績７）、熱的閾値

に起因して氷期の大西洋深層循環の多重解構造が現在とは異なること（業績８）など

を示し、ダンスガード・オシュガーイベントと呼ばれる氷期における急激な気候変動

現象の理解に大きく貢献した。 

加えて、岡氏は、氷期における海洋炭素循環と海洋生物生産変化に関する研究（業

績９）、北大西洋での淡水供給時における氷期炭素循環の応答に関する研究（業績１

０）など、氷期気候における海洋炭素循環に関するシミュレーション研究を進めた。

古海洋データとモデル結果との直接比較のための微量元素に関するモデリング研究も

推進した（業績１１、１２）。海洋堆積モデルを海洋大循環モデル COCOに組み込み炭



酸塩補償過程を定量的に評価することで、長らくの謎であった氷期における大気中二

酸化炭素濃度(CO2)低下の多くを説明した（業績１３）。その他にも、CMIP5モデルにお

いて将来の海洋生物生産の変化の仕組みを詳しく調べた研究（業績１４）、海洋炭素ポ

ンプ分解についての定式化とその CMIP5モデル比較への応用（業績１５）など、海洋

炭素循環に関わる成果をあげた。海洋混合に関する新しいパラメタ化により海洋炭素

循環・物質循環にとって重要な太平洋における水塊年齢の現実的な再現にも成功し

（業績１６）、高速海洋トレーサーモデルを新たに開発することで鉛直拡散係数の全球

分布を独自の方法により推定した（業績１７）。 

このように、岡氏の行ってきた海洋深層大循環および海洋炭素・物質循環に関する

研究は、気候システムに関する知見を深め、長期の気候変動への理解にもつながるも

のであり、隣接する海洋物理学や海洋化学から気象学に大いに貢献したものと評価で

きる。 

以上の理由により、日本気象学会は岡顕氏に 2025年度堀内賞を贈呈するものである。 
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